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平成２４年４月 

総務部企画政策課 



仙北市政策検証について 

 

  仙北市では、門脇市長のマニフェストとして掲げた「明日を創る８つの約束」に基

づき、それぞれのアクションプランに沿った各種事業を推進しており、平成２５年度

に達成すべき目標として掲げた「達成目標とする指標」の実現に向け様々な取り組み

を実施しています。 

 

【これまでの経緯】 

  ・平成２１年１１月    総務部重点プロジェクト推進室に「マニフェスト推進担当職員」 

                        を配置し、マニフェスト推進体制の構築準備に着手するとともに 

                        市総合計画の実施計画とマニフェスト(アクションプラン)の関連 

                        付けを実施しました。 

  ・平成２２年４月～    マニフェスト推進のための組織として、総務部政策推進課を新設し 

推進体制の確立を図り、アクションプランの実現に向けた総合調整 

等を実施しています。 

 

【政策の検証】 

・マニフェスト(アクションプラン)関連事業は、市総合計画の実施計画に組み込むことで 

  市の政策と位置付け、平成２２年度から本格的に様々な取り組みを展開しています。 

「達成目標とする指標」は平成２５年度の達成目標であるため、推進期間の前期にあた 

る平成２２年度と２３年度の２カ年について政策の検証を実施するものです。 

 

【検証の項目】 

  ・「明日を創る８つの約束」について総合的に検証し、政策実現のための４０項目の「アク 

ションプラン」については、各プラン単位での検証を実施します。また、「達成目標とす 

る指標」の到達状況について検証します。 

 

【検証の自己評価・外部評価・市民評価】 

  ・各種事業の進捗状況について現状の把握と課題の抽出を行い、取り組みの状況を下記の 

基準に基づき自己評価（内部評価）を実施します。 

  ・市外の民間事業者による独自の基準に基づく外部検証を実施します。 

  ・自己評価と外部評価を基に、公募による市民等を含めた「政策検証市民委員会」による 

検証を実施します。 

 

     自己評価基準 

評価点 評  価  指  標 

５ 必要な取組みを実践し、具体的な成果が表れているもの 

４ 必要な取組みを実践し、一定の成果が表れているもの 

３ 必要な取組みを実践しているが、課題を抱え推進途上にあるもの 

２ 必要な取組みを着手しているが、先行きが見えないもの 

１ 必要な取組みを着手できていないもの 



「明日を創る８つの約束」政策検証自己評価 

総 括【平成２２年度・２３年度の取り組みから】 

 

政策１  私が仙北市のエンジンになります。 
行政評価の仕組みを整え、将来ビジョンを策定したものの、今後どのように実現していくかが重

要であり、職員の意識改革を徹底し、時代の流れに取り残されないよう行政運営に取り組むこと

が重要である。 

政策２  ４年間で所得を１０％以上増やします。 
必要な取り組みを実践しているものの、様々な課題を抱え、産業育成・雇用拡大については目に

見える成果が出ていない状況にある。一方で「田沢湖・角館」統一観光ブランドの確立や観光連

盟の設立による情報発信力の強化など、期待される取り組みにも着手している。平成２３年３月

の東日本大震災の影響もあるが、内外の状況の変化に臨機応変に対応しつつ、的確な政策の継続

に努める必要がある。 

政策３  医療を再生し福祉を充実します。 
医療再生に向けた環境づくりの面では、医師確保が順調に推移せず田沢湖病院の救急再開も実現

できていない。医師をはじめ医療スタッフの確保は永続的な課題である。一方で、病院事業に新

管理者を招聘するとともに角館総合病院の新築も具体化してきている。 

福祉政策面では、小規模多機能型福祉施設整備事業の具現化が図られていることや、温泉療法医

や温泉療養士の確保等の施策が順調に推移している状況にあるので、今後も継続した取組みが求

められる。 

政策４  市民分権を進めます。 
地域運営体が全地域で設立されそれぞれ独自の活動を展開しており、市も各地域運営体に担当職

員を配置しサポート体制を整えている。地域運営体の活動はまだ広く浸透していない面もあり、

制度的に様々な課題が出てきている状況にあるが、地域を守っていく自治組織として市は一体と

なって支援する必要がある。 

政策５  徹底的な行財政改革を断行します。 
行財政改革を推進する体制は確立されつつあるが、行政コスト削減の意識を全職員が共有し徹底

することが大前提であり、最小経費で最大効果を創出する行政運営を目指さなければならない。

新たな歳入確保が課題である。 

政策６  次世代の育成に力を注ぎます。 
人口減少と少子化への対応は新たな展開が必要となっており、重要課題として総力を挙げて取り

組む必要がある。その前提となる産業振興と雇用創出への取組みはもちろん、ソフト面での施策

の検討と実行が課題である。 

政策７  生活を守る仕組みを強化します。 
近年多発する自然災害に対応できるインフラ整備に継続して取り組むほか、地域防災力を高める

ための組織づくりと市民のネットワークづくりが益々重要となる。 

政策８  ４年間で実現します。 

政策検証システムの確立が急がれる。毎年とするか隔年とするかの検討を要する。 

 



区分 № 主管課 H25に目標とする指標 最新値 自己評価

1 市行政総点検
効果的・効率的な組織体制の整備、現行事業のゼロベース
からの見直し等、行政全般にわたる総点検を実施する。

企画政策課 新たな政策・事業提案数累計200件以上 １２４件 ３

2 将来ビジョン検討部会設置 将来ビジョン策定を目的とした市民委員会を設置する。 企画政策課 ― ３

3 市民要望事業の達成度調
査

市民からの要望等に対する着手、未着手事項の調査を行
い、今後実施の可能性を探る。

企画政策課 まちづくりミーティング累計40回 ３３回 ４

4 将来ビジョン発表
将来ビジョン策定委員会でまとめたビジョンを市民に公表し
意見を求める。

企画政策課 ― ３

5 総合産業研究所の新設
地元の米、野菜、山菜等を原料に食品加工、商品開発や
マーケティング業務等を行う。

総合産業研究所

市民１人当たり分配所得172万円→190万円
総合産業研究所成果件数〈新規〉累計60件
農業生産額70.2億円→75億円
食品生産額18.3億円→20億円

173万円
26件
―

14.8億円

２

6 食育と地消運動の展開 学校給食、保育所等への地場農産物の利用拡大を図る  総合産業研究所
市民１人当たり分配所得172万円→190万円
農業生産額70.2億円→75億円

173万円
―

３

7 市内と市外を結ぶ産業プラットホーム事業

市内企業の技術を首都圏等へ売り込み、市と首都圏の企業
の架け橋を担うため、商工業 組合や商工会等に出向きＰＲ
を実施する。

商工課
市民１人当たり分配所得172万円→190万円
小売業商品販売額308.2億円→315億円

173万円
―

２

8 食品加工産業群の育成
農産物や食品産業、加工業、流通業等の関連産業の育成を
図る

 総合産業研究所

市民１人当たり分配所得172万円→190万円
農業生産額70.2億円→75億円
食品生産額18.3億円→20億円
小売業商品販売額308.2億円→315億円

173万円
―

14.8億円
―

２

9 観光産業拠点特別区の創設
「角館」「田沢湖畔」「乳頭・高原・玉川・水沢」を観光産業拠
点特別区として重点的 に施策を展開する。

観光課
市民１人当たり分配所得172万円→190万円
観光客入り込み数525万人→600万人
宿泊者数66万人80万人

173万円
546万人
68万人

４

10 産業・職人マイスター制度の創設
樺細工、イタヤ細工等の伝統工芸品の他、わら細工やツル
細工など消滅の恐れのある技法をマイスター制度を創設し
て後継者に伝える

商工課
市民１人当たり分配所得172万円→190万円
事業所従事者数13，363人→13，500人

173万円
13,038人

３

11 中小企業振興条例の制定・支援の重層化
条例制定により、産業振興方針の明確化、施策の具現化が
図られ、行政姿勢の連続性が担保される。

商工課
市民１人当たり分配所得172万円→190万円
集中企業訪問事業〈新規〉累計120社
事業所従事者数13，363人→13，500人

173万円
26社

13,038人
３

12 芸術文化産業（音楽・美術・映像等）の育成
芸術文化産業の振興により、地域の活性化とともに市の新
歳入の可能性も探る。

企画政策課 市民１人当たり分配所得172万円→190万円 173万円 ３

13 市・観光協会・地域団体との連携推進
三観光協会の統一を目標に、これに向けた連携強化のため
の組織づくりや連携事業を実施する。

観光課
市民１人当たり分配所得172万円→190万円
観光客入り込み数525万人→600万人
宿泊者数66万人80万人

173万円
546万人
68万人

４

14 新エネルギー・新素材産業への参入
太陽光、風力、バイオマス等の新エネルギーを活用した環境
型グリーン産業を育成する。

企画政策課
市民１人当たり分配所得172万円→190万円
集中企業訪問事業〈新規〉累計120社

173万人
26社

２

15
医師確保事業
（テナントドクターズ・奨学
金）

医師不足を解消するため、テナントドクターズ制度や奨学金
制度を設け医師確保を図る。

医療局
医師数12人→15人（人口1万人あたり）
看護師数等121人→123人（人口1万人あたり）
医療従事者奨学金制度〈新規〉月額上限20万円

14.6人
129.9人
20万円

３

16 角館病院改築・新医療機器事業 老朽化した角館総合病院の新築と新医療機器を整備する。 角館総合病院
医師数12人→15人（人口1万人あたり）
看護師数等121人→123人（人口1万人あたり）

14.6人
129.9人

４

17 田沢湖病院救急医療再開対策事業 救急医療体制を再開するために医師確保を進める。 田沢湖病院
医師数12人→15人（人口1万人あたり）
看護師数等121人→123人（人口1万人あたり）

14.6人
129.9人

２

18 「癒しと医療」まちづくり事業
温泉群、温泉施設と医療、福祉の促進し、「癒しと医療」のま
ちづくりを進める。

観光課
温泉療法医1人→2人
温泉療法士〈新規〉20人

4人
20人

４

19 小規模多機能型福祉施設整備促進事業

・高齢者が、「通所・訪問・泊まり」の３つのサービスを２４時
間受けることができる小規模多機能型福祉施設の整備を進
める。
・空き家、空き店舗へ改装費補助、生活の横に見守る福祉
施設を促進。

長寿支援課 ― ４

20 障害者の職場づくり推進事業
職場づくりを推進するための委員会を設置し、障がい者の就
労に結び付く制度や環境づくりを検討する。

社会福祉課 ― ４

21 地域運営体の設置
昭和の合併前の９地域に、地域の特性を活かした自主的な
活動により、所得や生活基盤の向上を図るため地域運営体
を組織する。

企画政策課 9地域運営体の立ち上げ 9地域 ４

22 市民サポートセンターの開設
市内１０箇所に市民サポートセンターを設置し、窓口業務、
産業振興、地域運営体のサポートなど地域の活動拠点とす
る

企画政策課 9地域運営体の立ち上げ 9地域 ３

23
地域運営体予算の確保
（予算編成優先度№１）

一つの地域運営体に年間５００万円を上限とする交付金予
算を確保する。

企画政策課 地域事業予算枠〈新規〉4，500万円程度 4,500万円 ４

24 行政組織の再編
新たな政策や事業を展開するにあたり、より効果的・効率的
な事務の執行ができる組織のあり方を検討のうえ再編する。

企画政策課 ― ４

25 市役所建設の凍結・再検討 構想段階である市役所の建設について再検討を行う。 企画政策課

行財政改革指標　義務的経費48.2%→45%
　                       投資的経費19.3%→17%
                         実質公債費比率19.5%→17%
　                       1人当市借金額85万円→70万円
台

50.8％
9.4%

19.2％
83万円

３

26 新行財政改革チームの設置
行政組織の再編の一環として、行財政改革を推進するため
の専任部署を立ち上げ、実効性確保及び進捗状況の情報
開示を行う。

企画政策課

行財政改革指標　義務的経費48.2%→45%
　                       投資的経費19.3%→17%
                         実質公債費比率19.5%→17%
　                       1人当市借金額85万円→70万円
台

50.8％
9.4%

19.2％
83万円

４

27 職員給与・特別職報酬等の見直し 職員給与、特別職報酬の見直しを行う。 総務課

行財政改革指標　義務的経費48.2%→45%
　                       投資的経費19.3%→17%
                         実質公債費比率19.5%→17%
　                       1人当市借金額85万円→70万円
台

50.8％
9.4%

19.2％
83万円

２

28 民間等からの任期付き職員採用
民間のノウハウを活用するため、任期付きで職員を採用す
る。このための関係条例の整備を進める。

総務課
市民満足度カウンター（新規）70％
市民意識調査〈新規〉4回(毎年1回）

19.1％
1回

４

29 物品調達・業務委託の市内発注制度の新設
市内業者の受注機会を増やし、市内経済の活性化を図るた
め受注制度を確立する。

入札契約室 市内物品調達・業務委託制度〈新規〉90%
物品
74％

４

30 全市高速ブロードバンド化事業 全市光ファイバーによる高速ブロードバンド化を促進する。  総合情報センター
市民満足度カウンター（新規）70％
市民意識調査〈新規〉4回(毎年1回）

19.1％
1回

３

31 少子化対策・子育てプロジェクトチーム活動
男女の出会い、安心して子どもを生み育てる環境づくりを整
えるための活動を行う。

子育て推進課 出生数6人→7人（人口１千人当たり） 5人 ２

32 読書環境再編計画策定
市民の読書環境を整えるため読書環境再編計画を策定す
る。小中学校の図書増冊や各図書館、公民館等とのネット
ワークづくりに取り組む。

学習資料館 読書環境再編計画策定〈新規〉1校100冊増 配布済 ４

33 総合型地域スポーツクラブの育成
市内全域で総合型地域スポーツクラブを立ち上げ、スポーツ
の振興と市民がスポーツを親しむ環境を整える。

スポーツ振興課 市民スポーツ活動参加事業〈新規〉全市民の90%以上 45% ３

34 県立高校市民会議の設置
県立高校の再編について、高校教育のあり方を多面的に検
討するため、県立高校市民検討会議を設置する。

企画政策課 ― ４

35 仙北キャンパス開校促進活動
大学等の分校を誘致することにより、地域の活性化や地域
経済を潤す。

企画振興課
仙北キャンパス開校数〈新規〉1校
各学習講座受講者数6，900人→8，000人
伝承ものづくり講座〈新規〉50回

0校
7,302人
24回

２

36
暮らし支援事業
（相談窓口・生活資金貸付充

市民の相談窓口や高齢者等の生活資金貸付の充実を図
る。

社会福祉課 暮らしの相談窓口開設〈新規〉9ヶ所 7ケ所 ３

37 市民声かけ運動の展開
市民がお互いに思いやる気持ちを持つために、市民声かけ
運動を展開する。

企画政策課 ― ３

38 ライフライン総点検事業
上下水道等の整備を進めるとともに、大雨や大雪などの災
害を未然に防ぐ仕組みを整える。

建設課
都市整備課
環境防災課

等

上水道・簡易水道普及率70.6%→75%
下水道普及率（公共）32.2%→35%
消防団員数650人→720人

74.2％
35.3％
612人

４

39 公約検証委員会の設置・進捗状況の公表
市民や有識者による公約検証委員会を設置し、達成度の検
証、管理を行う。

企画政策課 ※公約検証委員会が策定 ― ３

40 公約実現のための行程表作成 公約検証委員会による工程表を作成する。 企画政策課 ※公約検証委員会が策定 ― ３

アクションプラン検証一覧

⑤徹底的な行
財政改革を断
行します

⑥次世代の育
成に力を注ぎ
ます

⑦生活を守る
仕組みを強化
します

⑧４年間で実
現します

項        目     

①私が仙北市
のエンジンに
なります

②４年間で所
得１０％以上
増やします

③医療を再生
し福祉を充実
します

④市民分権を
進めます



指標NO. 指   標   名 当初設定値 最新値 平成２５年度目標値 到達度 摘     要

指標１ 新たな政策・事業提案数 ― １２４件 累計２００件以上 平成２２年度～２３年度

指標２ まちづくりミーティング ― ３３件 累計４０回 平成２２年１月～平成２４年１月まで  延べ５０１人出席

指標３ 市民一人当たり分配所得 １７２万円 １７３万円 １９０万円 平成２１年度秋田県市町村民経済計算

指標４ 総合産業研究所成果件数 ― ２６件 累計６０件 平成２２年度～２３年度

指標５ 農業生産額 ７０．２憶円 ※ ７５億円 当初設定値と比較する統計資料なしのため把握できず

指標６ 食品生産額 １８．３憶円 １４．８億円 ２０億円 平成２２年工業統計調査

指標７ 小売業商品販売額 ３０８．２億円 ※ ３１５億円 当初設定値と比較する統計資料なしのため把握できず

指標８ 観光客入り込み数 ５２５万人 ５４６万人 ６００万人 平成２２年秋田県観光統計

指標９ 宿泊者数 ６６万人 ６８万人 ８０万人 平成２２年秋田県観光統計

指標１０ 集中企業訪問事業累計 ― ２６社 １２０社 平成２３年度末（市長訪問のみ）

指標１１ 事業所従事者数 １３，３６３人 １３，０３８人 １３，５００人 平成２１年経済センサス基礎調査

指標１２ 医師数（人口１万人当たり） １２人 １４．６人 １５人 平成２２年末（平成２２年医師・歯科医師・薬剤師調査）

指標１３ 看護師数（人口１万人当たり） １２１人 １２９．９人 １２３人 平成２０年末（平成２０年秋田県衛生統計年鑑）

指標１４ 医療従事者奨学金制度月額上限 ― ２０万円 ２０万円 医師（平成22年4月から）

指標１５ 温泉療法医 １人 ４人 ２人 平成２３年末（医療局）

指標１６ 温泉療法士 ― ２０人 ２０人 平成２３年末（医療局）

指標１７ ９地域運営体の立ち上げ ― ９地域設立済 ９地域自治運営体
平成22年度⇒田沢・白岩・桧木内・神代・西明寺・雲沢・生保内
平成23年度⇒中川・角館

指標１８ 地域事業予算枠 ― ４５００万円 ４５００万円程度 平成23年度

指標１９ 行財政改革指標

義務的経費 ４８．２％ ５０．２％ ４５％ 平成23年度市町村要覧（平成22年度決算ベース）

投資的経費 １９．３％ ９．４％ １７％ 平成23年度市町村要覧（平成22年度決算ベース）

実質公債費比率 １９．５％ １９．２％ １７％ 平成23年度市町村要覧（平成22年度決算ベース）

一人当たり当市借金額 ８５万円 ８３万円 ７０万円台 平成23年度市町村要覧（平成22年度決算ベース）

指標２０ 市内物品調達・業務委託制度 ―
物品74％

業務委託等82％
９０％ 平成23年度末（入札契約室）

指標２１ 市民満足度カウンター ― １９．１％ ７０％ 平成23年1月から平成24年3月まで（とても不満・やや不満を除く）

指標２２ 市民意識調査 ― 1回 ４回（毎年１回） 22年度のみ（企画政策課）

指標２３ 出生数（人口１千人当たり） ６人 ５人 ７人 秋田県の人口と世帯（月報）平成21年10月～平成22年9月

指標２４ 読書環境再編計画策定 ― １校１００冊配布済 １校１００冊増 市内小中学校全校に配布

指標２５ 各学習講座受講者数 ６，９００人 ７，３０２人 ８，０００人 平成２２年度末、生涯学習講座受講者数（生涯学習課）

指標２６ 市民スポーツ活動参加事業 ― ４５％ 全市民の９０％以上 チャレンジデー参加者（スポーツ振興課）

指標２７ 仙北キャンパス開校数 ― ０校 １校 平成２３年度末（企画政策課）

指標２８ 伝承ものづくり講座 ― ２４回 ５０回 平成２３年度末（各公民館）

指標２９ 暮らし相談窓口開設 ― ６ケ所 ９ケ所 未開設：白岩・雲沢・中川地区

指標３０ 上水道・簡易水道普及率（公共） ７０．６％ ７４．２％ ７５％ 平成２３年４月（企業局）

指標３１ 下水道普及率 ３２．３％ ３４．４％ ３５％ 平成２３年度末見込み（下水道課）

指標３２ 消防団員数 ６５０人 ６１２人 ７２０人 平成２４年４月現在（環境防災課）

政策６  次世代育成に力を注ぎます

政策７  生活を守る仕組みを強化します

「達成目標とする指標」到達状況

政策１  私が仙北市のエンジンになります

政策２  所得１０％以上増やします

政策３  医療を再生し福祉を充実します

政策４  市民分権を進めます

政策５  徹底的な行財政改革を断行します
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